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伯耆町任意予防接種費用助成事業 　伯耆町では、任意予防接種の費用助成を
行っています。

狩猟免許取得費用の
補助について

　イノシシなど農林水産物を荒らす有害鳥獣
を駆除する狩猟者を確保するため、わな猟・銃
猟などの狩猟免許の取得にかかった費用を補
助します。

【問い合わせ・申請先】 産業課　☎６２－０７２３

1歳以上13歳未満の小児及び児童
（まだおたふくかぜにかかっていない場合のみ） 1回接種 2,000円（定額助成）おたふくかぜワクチン

6,000円／1回
 （定額助成）

4,000円／1回
 （定額助成）

3回接種生後2ヶ月以上2歳未満の小児
（Ｂ型肝炎母子感染予防事業対象者及び汚染事故は除く）

2,000円／1回
 （定額助成）Ｂ型肝炎ウイルス

３歳以上13歳未満の小児及び児童
（まだ水痘にかかっていない場合のみ） 1回接種水痘ワクチン

すい とう 3,000円（定額助成）

ワクチン名 対象者 助成額

生後6週以上24週未満の小児 2回接種

生後6週以上32週未満の小児 3回接種

ロタリックス

ロタテック

ロタ
ウイルス
ワクチン

助成対象予防接種ワクチン

※いずれのワクチンも平成2７年4月1日以降に接種したものが対象となり、医療機関の指定はありません。
※助成期間は平成2７年4月1日から平成2８年3月31日までです。

【問い合わせ先】 健康対策課健康増進室　☎６８－５５３６

対象者
次のすべてを満たす方
・町内に住所を有する方
・狩猟免許（わな猟、網猟、第１種銃猟又は第２種銃猟）を
　平成27年度に取得した方
・町内の猟友会員として有害鳥獣駆除の実施を行う方

申請に必要なもの
・狩猟免許試験に合格後、交付を受けた狩猟免状
・免許取得に要した費用が分かる領収書
・印鑑

対象経費
・狩猟免許受験手数料
・申請に必要な医師の診断書料
・受験票返送用切手代金
・狩猟者養成講習会テキスト代
　〔注意〕支払い金額を確認するので、必ず領収書を
　もらっておいてください。

その他
・今年の狩猟免許試験は７月上旬、狩猟者養成
　講習会は５月下旬に実施される予定です。
・受験予定の方は、事前に産業課までお知らせ
　ください

ピロリ菌抗体検査を受けて胃がん予防をしませんか
対　　象　20歳、35～70歳の未受診者　
期　　間　5月1日(金)～翌年3月31日(木)
受診場所　町内の医療機関、集団健診会場
　　　　　（集団健診は8月以降）
そ の 他　・受診には受診券が必要です。
　　　　　　（7月に全対象者に配布予定）
　　　　　　受診券を希望される方は、ご連絡
　　　　　　ください。
　　　　　・受診料は無料です。

　ピロリ菌抗体検査とは、胃がんの原因となるピロリ菌の感
染を調べる検査です。この検査でピロリ菌が確認され治療し
た場合は、治療しない場合に比べ、胃がんにかかる危険度が
50％～ほぼ100％低下すると言われています。また、若い人
ほど予防効果が高いとも言われています。この機会にぜひ受
診してください。

【問い合わせ先】 健康対策課　健康増進室　☎６8－5536

日本赤十字社救命手当講習会のご案内 こころの健康相談日のご案内

人権啓発標語の募集について
春の全国交通安全運動

【問い合わせ先】
日本赤十字社 鳥取県支部　☎（0857）-22-4466
ホームページ http://www.tottori.jrc.or.jp

【問い合わせ先】企画課　経営企画室　☎６８－４２１２

【問い合わせ・予約先】
 健康対策課 保健師 ６８－５５３６

【問い合わせ・応募先】
教育委員会　人権政策室　☎62－0713
郵送宛先　〒689-4201 鳥取県西伯郡伯耆町溝口647
　　　　　「伯耆町教育委員会　人権政策室」行
FAX宛先　62－7172 【問い合わせ先】福祉課　福祉支援室　☎68－5534

　民生委員・児童委員は、「広げよう　地域に根ざした　思いや
り」行動宣言に掲げた「安心して住み続けることのできる地域社
会づくり」のために、それぞれの地域で広く活動しています。子育
てに関すること、高齢者に関すること、健康・医療に関することな
ど、生活の中で困っていることがありましたら、お気軽に地域の民
生委員・児童委員にご相談ください。

５月１２日は民生委員・
児童委員の日です

救命手当講習（基礎）
－けが人や急病人を正しく救助するために－
　けが人や急病人の観察の仕方を学び、心肺蘇生や
ＡＥＤを用いた除細動の方法の習得を目指します。

　かけがえのない子どもの命を交通事故から守ると
ともに、高い割合で推移している高齢者の交通事故
を減少させるため、一人一人が交通ルールの遵守と
交通マナーの向上に取り組みましょう。

と　き　５月１６日（土） １０：００～１５：００
ところ　日本海ふれあいホール（米子市両三柳3060）
定　員　３０名
申込み　５月８日までに下の連絡先まで申込書を提出
　　　　してください
その他　受講料1,500円が必要です

　臨床心理士による個別の健康相談を、以下の日程
で受け付けています。

と　き
①  5月27日（水）13：30～14：30／15：00～16：00
②  7月15日（水）13：30～14：30／15：00～16：00
③  9月  9日（水）13：30～14：30／15：00～16：00
④11月11日（水）13：30～14：30／15：00～16：00
⑤  1月13日（水）13：30～14：30／15：00～16：00
⑥   3月 9日（水）13：30～14：30／15：00～16：00

ところ　岸本保健福祉センター母子保健室

その他 
・相談は無料です。
・相談者、相談内容の秘密は厳守します。
・事前に下記まで予約してください

　一人ひとりの人権を守り、あらゆる差別をなくすた
め、人権啓発標語を募集します。

対 象 者　町内小・中学生、一般
応募方法　各戸に配布される応募用紙を下記まで提出
応募締切　５月２９日（金）
そ の 他　入選作品は、来年の人権カレンダー及び広
　　　　　報ほうき情報カレンダーに掲載する予定

こころの整理を
してみませんか？

 お気軽に
お越しください。

ゆずり合う　ゆとりと笑顔　防ぐ事故
5月20日は「交通事故死ゼロを目指す日」です

重点項目
・子どもと高齢者の交通事故防止
・自転車の安全利用の推進
　（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
・チャイルドシートの使用と全ての座席のシートベルト着用の徹底
・飲酒運転の根絶

５月１１日（月）～５月２０日（水）
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